
     

  

  

 

 中南米の砂漠地帯に多く

生える多肉植物。100を超え

る種類があります。細長く

尖っていて周囲にとげがあ

る葉の形状から「竜の舌」

になぞらえてこの名が付け 

られました。 

 花は100年に一度だけ咲く

と言われていますが、実際

には10年から20年ごとに咲

き、果実もできるとのこと

です。葉が厚くその中に糖分を蓄えるので、現地で

は甘味料や蒸留酒テキーラの原料になったり、丈夫 

な繊維を取るなど様々に利用されているようです 葉

は不定形に曲がったりねじれたりしていて、一枚一

枚違った表情をしており迫力があります。そのため 

お花の世界では展覧会でよく使われます。 

 近隣では第一日野小のわきの植栽で見ることがで

きますが、残念ながらこの記事が載るころには運動 

場の工事のため伐採されているかもしれません。 

           （荏原2丁目・伊藤 茂実） 
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 新型コロナウイルス感染に注意しながら、 

令和2年度の活動が6月から始まりました。グ 

ランドゴルフは、毎週月・金曜日にさくら公 

園で6～10名の参加で楽しんでいます。また 

7月から輪投げの練習も始まりました。カラ 

オケは後地シルバーセンターの許可がでず、 

残念ながらお休みです。7月1日に供養会、 

10月には寿の集いを開催しました。新型コロ 

ナウイルス感染の状況を踏まえ、供養会では 

焼香をして、寿の集いではお祝いの方々の紹介や一言自己紹介を行い、お弁当を持ち

帰り自宅で食事をしました。参加者も多く、久しぶりに元気な姿で顔を合わせること

ができ、和やかなひと時を過ごすことができました。 

 現在亀楽会は、101名の会員がいます。供養会、寿の集い（喜寿・傘寿・米寿・卒 

寿・白寿の方のお祝い）、新年会を毎年行っています。昨年度より折紙教室・工作教

室・習字教室を開いています。会員や地域の方で折紙や工作の上手な方に講師をお願

いし、蝶々・ピエロ・お雛様・金魚を作り、楽しむことができました。また、習字教

室では、夏の便り・年賀状・干支の飾り・夏文字の団扇作りなど作品として仕上げま

した。どれも玄関を華やかにしてくれます。 

 昨年度は「荏原1丁目の今昔」について地図を基に、戦前から住んでいる方の話や 

戦後すぐに住み始めた時の様子を聞き、地域についての知識を深めることができまし

た。 

 町会の活動に協力したり、公園の花壇の世話や清掃活動を行ったり、高齢者が活動 

できることを増やして、元気に会員相互の親睦を図っています。亀楽会への入会をお

待ちしています。                 （亀楽会会長・井村 季子） 
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～
剣
道
の
修
行
は 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

富
士
登
山
に
似
た
り
～ 

。 

 

剣
道
の
修
行
に
お
い
て
、
大
切
な
こ
と
は
自
分 

に
合
っ
た
「
師
」
を
探
し
当
て
る
こ
と
に
あ
る
と

い
わ
れ
ま
す
。
自
分
の
「
師
」
が
ど
の
よ
う
な
方

で
あ
る
の
か
、
吟
味
す
べ
き
で
し
ょ
う
。 

 

剣
道
の
修
行
は
富
士
登
山
に
似
て
い
ま
す
。
富 

士
山
の
主
な
登
山
ル
ー
ト
は
4
つ
あ
り
ま
す
。
初 

心
者
向
け
の
吉
田
ル
ー
ト
、
直
進
で
最
短
距
離
の

富
士
宮
ル
ー
ト
、
経
験
者
向
け
の
須
走
ル
ー
ト
、

最
長
距
離
で
過
酷
な
御
殿
場
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す 

お
分
か
り
の
様
に
、
富
士
登
山
の
最
終
目
的
は
山

頂
に
登
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ト
を
剣

道
の
修
行
に
例
え
ま
す
。
然
ら
ば
、
自
分
は
ど
の

師
範
に
つ
く
か
は
難
し
い
こ
と
な
が
ら
、
条
件
を

見
極
め
て
決
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
真
っ

直
ぐ
進
む
ル
ー
ト
が
自
分
に
合
っ
て
い
る
か
、
も

し
く
は
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
で
も
長
い
ル

ー
ト
に
す
る
か
。
優
し
い
師
範
の
下
で
長
期
間
か 

高齢者クラブ紹介 

三
谷
八
幡
神
社 

 
 
 
 

新
宮
司
就
任 

ま
ち
か
ど
発
行
再
開 

 

～
コ
ロ
ナ
と
向
き
合
う
日
々
～ 

。 

け
る
か
、
厳
し
い
師
範
の
下
で
短
期
間
で
い
く
か 

ど
の
ル
ー
ト
で
あ
っ
て
も
最
後
に
は
頂
上
が
見
え

て
き
ま
す
。
そ
の
頂
上
に
到
達
す
る
ま
で
の
過
程

が
、
師
範
の
教
え
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る

も
の
に
な
り
ま
す
。
そ
の
過
程
で
、
不
幸
に
も
不

慮
の
事
に
遭
遇
し
た
り
、
挫
折
を
経
験
し
た
り
、

困
難
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
山

頂
に
到
達
す
る
こ
と
が
、
そ
れ
ま
で
の
苦
し
み
を 

忘
れ
さ
せ
る
程
の 

最
大
の
喜
び
の
味 

わ
い
に
な
る
こ
と 

で
し
ょ
う
。 

 

剣
道
の
修
行
に 

お
い
て
、
師
範
と 

教
え
を
得
る
弟
子 

の
絆
が
、
剣
道
人 

生
の
最
高
の
結
果 

を
も
た
ら
し
て
い 

く
で
し
ょ
う
。 

。 
 

皆
さ
ま
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か 

令
和
2

年
度
6

月
発
行
号
以
来
の
地
域
情 

報
紙
「
ま
ち
か
ど
」
の
発
行
で
す
。
こ
の
異

常
な
状
態
で
あ
る
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の
た
め
、
編
集
会
議

が
開
催
で
き
ず
に
い
た
か
ら
で
す
。 

 

未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
が
見 

え
な
い
状
況
で
す
が
、
部
屋
の
換
気
と
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
密
に
な
ら

な
い
環
境
で
の
編
集
会
議
の
開
催
に
至
り
ま 

し
た
。
そ
し
て
今
回
、
第
2
0
7

号
を
発 

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
の
歴 

史
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
先
語
り
継
が
れ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
記
事
は
11

月
中 

旬
に
執
筆
し
て
お
り
ま
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
、 

イ
ギ
リ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
再
び
非
常
事
態

の
発
令
が
さ
れ
て
い
る
様
で
す
。
目
に
見
え

な
い
ウ
イ
ル
ス
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
私
た

ち
人
間
を
狙
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
東
京
で
も
、
連
日
4
0
0
名
、
5
0
0

名
と
感
染
者
が
一
向
に
減
少
し
な
い
状 

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル 

ス
の
流
行
か
ら
、
気
づ
け
ば
、
1

年
が
経 

と
う
と
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
1

年
に
は 

有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
そ
う
で
す
が
、
そ

れ
ま
で
は
現
在
の
萎
縮
し
た
生
活
が
続
く
み 

た
い
で
す
。
以
前
の
よ
う
な
生
活
様
式
に
戻

れ
る
日
が
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。
待
ち
遠
し

く
思
い
ま
す
。 

 

つ
ら
く
苦
し
か
っ
た
2
0
2
0

年
が
終 

わ
り
、
来
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
克 

服
さ
れ
、
明
る
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
願
っ 

て
お
り
ま
す
。 

（
広
報
委
員
座
長 

小
山
2
丁
目
西
部
・
髙
橋 

元
嘉
） 

亀楽会（荏原一丁目町会） 

日 

 

地
元
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い
る
三
谷
八 

幡
神
社
で
は
、
こ
の
度
令
和
2
年
9
月
1

を
以
っ
て
、
前
宮
武
義
典
宮
司
の
後
任
と
し

て
、
大
竹
久
雄
宮
司
が
就
任
致
し
ま
し
た
。

同
宮
司
は
愛
知
県
出
身
で
、
三
重
県
の
椿
大

神
社
に
永
年
勤
め
ら
れ
、
神
道
一
筋
の
人
生

を
歩
ま
れ
た
方
で
、
本
年
66
歳
に
な
ら
れ
ま 

す
。 

 

「
神
意
奉
行
」(

神
の
御
心
に
沿
っ
て
ご 

奉
仕
す
る
こ
と)

を
座
右
の
銘
と
し
、
大
変

明
る
く
気
さ
く
な
方
で
す
の
で
、
神
社
お
参

り
の
際
に
宮
司
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、
気
軽

に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
気
持
ち
の
良
い
挨 

拶
を
交
わ
せ
る
と
思
い
ま
す
。 

 
（
三
谷
八
幡
神
社
総
代
会
会
長 

小
山
5
丁
目
・
石
井 

和
正
） 

（
荏
原
3
丁
目 

 
 
 

池
田 

晴
夫
） 


